
図1  解析モデル

表1  加速度波形比較

原子力施設の耐震設計における地震時の基礎浮上り評価では、解析手法の妥当性を確認することが極めて重要で

す。建物が地震動により浮上がって基礎の一部が地面から剥離し、再接地する際に大きな上下加速度（誘発上下動）

が発生する現象は「建物浮上り問題」として知られています*。この現象は建物の耐力や構造安全性に関わるだけで

なく、内部機器の応答にも影響を及ぼすため、重要な課題とされています。

しかし、接地率が低下した状態における力学的挙動は十分に理解されていません。本研究では、今村ほか（2013）* 

による粘土地盤を対象とした遠心振動実験を取り上げ、3次元詳細モデル（図1）を用いた再現解析を行いました。

表1によると、付着無しケースは実験と良好に一致しましたが、付着効果があるケースでは、実験より早く付着が切

れ、誘発上下動が過大となりました。感度解析により付着強度を増加させると、実験結果と整合する結果を確認しま

した。また、建物底面の土圧分布には解析と実験で差異が見られました。

以上により、誘発上下動は付着強度に強く依存し、応答評価を行う場合には底面土圧分布形状にも留意する必要が

あることを示しました。さらに、浮上り評価の解析手法を確立していくことにより、今後の耐震設計の高度化が期待

されます。
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